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タイトルのTuuliとはフィンランド語で風を意味します。皆様のもとにさわやかな風をお届けしたいと願っています。

今年も残すところあとわずかとなりました。毎年、清水寺で今年の漢字が発表されます。2010
年の世相を表す漢字は、『暑』が選ばれました。確かにこの夏は、本当に厳しい暑さで、地球の
環境をさらに深く考えさせられました。さて皆様の今年の一字はどのような漢字だったのでしょ
うか？来年は是非、明るい一字であることを祈っています。

至誠ホームを支えてくださっているボランティアの皆様、今年一年大変お世話になりありがと
うございました。 どうぞ健康にご留意なさり、お元気で新年をお迎えください。

新 年 祝 賀 式 の 着 付 け ボ ラ ン テ ィ ア さ ん 募 集

毎年元旦の朝に、至誠ホームでは新春祝賀式が行われます。お正月というのは利用者の
皆さんにとって、とても大切な、そして楽しみな行事です。当日、新人職員を中心に華や
かな振り袖姿を、お年寄りの皆さんにご披露します。元旦の朝、至誠ホームにお越しいた
だき振袖の着付けをお願いできるボランティアさんを募集いたします。

日 時 ： 平成23年1月1日（金）8：00～10：00（式典終了は11時の予定）
場 所 ： 1階 栄養 更衣室
内 容 ： 振袖の着付け（5名の予定）
募集人数： 2名

お弁当をご用意いたします。どうぞよろしくお願いいたします。

至誠ホームでは、 立川市南部地域にお住まいの65歳以上で、買いものや調理
が困難な方にお弁当をお届けしています。お弁当の詰め合わせや配達を担当して
くださっているボランティアさんの交流会が12月1６日、センター4階の会議室で
行われました。

今回、“市民活動センターたちかわ”の小林郁義（こばやしふみよし）氏と、“はごろ
も地域包括支援センター”の村木理恵氏にお越しいただき、「ボランティアの意義とまち
づくり」、「錦町・羽衣町にお住まいの高齢者の状況」、「配食サービスのニーズ」とい
うテーマでお話をいただきました。その後、配食の献立について本目管理栄養士から、ボ
ランティアの活動状況について企画調整の大澤主任からお話がありました。

住み慣れた地域で安定した生活を継続していくためにも、配食サービスは欠かせないも
のです。お弁当をあけたときほっとできる温かみのある献立を考える人、それを調理する
人、温かいうちに詰め合わせをする人、利用者のもとに向かい「お待ちどうさまでし
た。」「お変わりないですか？」と声掛けをするボランティアさん。大勢の人たちがバト
ンをつないで、お弁当が届きます。これからもご支援をどうぞよろしくお願いいたします。

配 食 ボ ラ ン テ ィ ア 交 流 会 の ご 報 告
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ボランティア活動をしてくださっているボランティアさんから次のような言葉を伺うこと
があります。「私は本当に役に立っているのかしら？」「ここにいて邪魔をしているだけ
じゃないかしら。」「何かしなければと気ばかり焦るのだけれど。」などです。

そのようなご心配をなさっている方々に、是非ご紹介したい言葉があります。それは至誠
ホームだより290号で、利用者相談員の皆口さんがご紹介下さった『いるだけボランティ
ア』という言葉です。「あなたやあなたのご家族がそこにいるだけでも、とても素晴らしい
ボランティアになるのです。」というものです。

現在、至誠ホームの最年少のボランティアさんは、2歳の女の子です。お母さんと一緒に
週に1度、グループホームで活動をしてくださっています。「小さなお子さんを見かけると、
いつの間にか周りの空気がほんのりあたたかくなり、笑顔の輪が広がります。」と皆口さん
が書いてくださっている通り、グループホームでは笑い声が絶えません。

『いるだけボランティア』は、小さなお子さんだけではありません。ボランティアさんが、
利用者の隣に座って、笑顔で話を聞いて受け容れてくださることは、利用者の方々の大きな
安心につながります。また利用者を見守る目や耳が、2つ増えることも、職員にとっては大
きな力となります。

ボランティアの皆様、どうぞ『いるだけボランティア』もよろしくお願いいたします。

『 い る だ け ボ ラ ン テ ィ ア』

今年も至誠ホームでボランティア活動をしてくださっている方に、東京都社会福祉協議会
より会長感謝状が贈られることになりました。ロータリークラブの受賞に引き続き、昭和54
年度から至誠ホームで朗読活動をしてくださっている立川市朗読サークル「こえ」のみなさ
んが受賞なさることに決まりました。現在錦地区では、特養5階で、月に1度活動してくだ
さっています。そのプログラムは、物語の朗読のほか、季節を感じさせる俳句や歌や手遊び
などです。長年の技術の蓄積が感じられるきめ細かな内容です。

おめでとうございました。そしてこれからもどうぞ末永くよろしくお願いいたします。

第 ５ ９ 回 東 京 都 社 会 福 祉 大 会

東 京 都 社 会 福 祉 協 議 会 会 長 感 謝 状 受 賞 決 定 の お 知 ら せ

企業は今、企業としての社会的責任を受け止め、いろいろな形でボランティア
活動を行っています。

この度、損保ジャパンから29名の方々が、企業の社会貢献活動の一環として
至誠ホームにお越しくださいました。

日頃、車の修理に携わっている方々はその特技を生かして車いすの修理を、またそのほか
の方々は、車いすの清掃活動を行ってくださいました。修理チームは、センター2階で22台
の車いすのブレーキの調整やタイヤの整備を、一方、清掃チームは和光ホームの中庭で、
19台の車いすを水で洗ってきれいにしてくださいました。

帰ってきた車いすを見て、あまりにピカピカになっているので利用者のみなさんも大感
激！ご家族からも「気になっていた汚れが取れてとてもうれしいです。」とのお声をいただ
きました。

損保ジャパンの皆様、どうもありがとうございました。また来年もどうぞよろしくお願い
いたします。

損 保 ジ ャ パ ン の ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 の ご 報 告
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